
■≠、S  

、  

＝ ∂ス∠∠J  
E十工）T、S  

≠ロ  
夷。）＝  ＝ 一クタ∫タ古  

E 十 D十、S  

ユ（5十亡リ  
一ぜ〔SナD）二－  ＝ク、ぐd＃／  

E十D十、S  

鼓．／）．ヱ1中旬 j式 々ク．／′J∂．発行農汰局農厳っK東泉符会硬皐執   

局苑行の「取の数乾のため①格骨祖仁南すう研免⊥ より引用した∴  

｛水密；粉錬国型常軌による娘の肥育就興  

黒田’亮也  料上 空．  

ノト水こ寛■ 栗山 螢   

／ 冒 均   

姿歌尉礼式葬祭し竿阜えるか氷で決っこ与えることが綻釆⑦嘆待と訂っ   

ていろ・が．ニオして・lま野鼠治与仁多くゐ労力乞卑u．村椿に多くの奇蹟左政   

審セレ 東風の興野学琴攻飼責を行う上l二軽マ不都合があるあ玖ならす二   

簿には珂私見各景の利用店下から東欧d軒寿餌困の延覆車 啓歌量琶上現   

計を資する点が多いと老九ら九るのモ．JP温厚⑦冬碍敢現に引艶王jタ   

年度と÷舟〔－て頚部乳現を発泡したや  

之．式験方茨  
（り 試畏敬、尊喝・オL、思のラークシや∴覆か撃取から生厚された手取を．  

メく親電々畏 粉乳区、ヨ葵 撃製飼料邑3費に令廿た－ 琢磨の左圭は．水   

釆区はダ．グ耽ヱ 糖質区，貰型軒嵐邑はぎ．ヱ∫卯（フである．  

（ヱJ 試飲抑句 平顆瓶象ノナK草∠＼ら就農邑新鶴し古クk早 まて1を前野と  

し その後．∂£k草書そを敏明とした一 軒俣原画岐昭和jP宣言用ユ今  

てムち ノ二っログヨ三三 モヒした再  

（J）珂軋オ藍環と冶与方法軒斗は全熱望のノ葬ろL）冬敬困臥でそり温  

諷環赤／麦のと易りでらる）  

、・∴ヽ・   



朱ノ阜、絵葛、餌若Lの境域  

、■▲、 ↑rシー＼  硬質かしウルフ7ノし  
－、  、、 －－  

≠  

磯原令  

J．∂！∂．ヱ   

、  

」・・㌧  

／J㌻  

／′ごト±β  

粉乳とフ軋乗の餌胤【ま．百里呵科ぶで・皇る珊の冷淡の弓珂周を史珂した，氷   

床、邑旦斜凰との卑貴兄て淘3イ宅のフ弓くで報って与えた．。虐仝与、草・ま屋内危力   

倹兜由息ゑ直に吹い 平均沫垂ム∫K多まごlま／召3一計合∫k含まで   

は三回．の観取浩餌ヒし，水な木1軒給与し薫㍉  

（女）詞杏事項 鼻日公館軋労費軍ヒ犀磨妖魔亡？いて爵察し 肱皇硯／圏   
′ 

日参仁午東ノ∂軌二脛蟄L′左．立粒体受メタご打㌢ 仁摩トたと主に．屠枚   

常体レて 屠塔怒査席譲に思ブいこ急熱＆⑦剰ぇを行った＿   

敦教戒環 －  

（り■発声皮革 鼓厳封地時宜り／旦象仁練卓色剤足した浩果は 培Z表の   

とねりでろつ尭，ノヨ，平均脾僅愛と耗最新孝司教 敢哉．浴了時句白今壮   

射3表ゎと牒リモあった＿  

（率ノ）   



仏 書 Q q Q ＼     セ  句  Q  り ぎ  狛盃＋篭、還 ま   針霊 宝霊 屋  急 告 認 諾芦   

も   ¢、  ヘ  ヘ   
＼0   0＼  Ⅶ  句  句  句  且．   守  Q   Q   Q   モ＼  セ  Q  Q  卜J  句  Q  り  軋  1  罠 誌 認 去    り  べ  入 水  ¢、              田  lり  Q  Q  も            ：＼  彗           ヘ ヘ 叫 幸 L－ユ＿ご」」」   

… h  ！勺  Q  セ  句  ち  Q  句  り  中 旬 句 勺 ＼．   0こ 
．  0、       ひこ  ぺ  旬  軋  霊」さ ご蓄  

上∴いク  
≡ 1  尊   

ぐゝ 勺   セ  句  中  勺   
＼＆  ベ  ヽ  つ   勺   ○、   

q）  宰  寸   さミ 3  ⊆ 武      同 ＼↓ Ⅶ へ、Ⅶ     n ●   、   り＼             句  句  Q  句  守                     ＼  ＼  叫  も  鴫  ぺ  ‡心  ！Ⅶ   叫  ＼Q   Ⅵ  ㍉  ヽ  斗  v  ＼′   、Q   、Q   ヽ｛1  ＼も  h 蔓＼ム  ，も  Q  ヤ  屯  Q  Q  匂  っ  句  句  句  セ  ゐ  パ1ミ ミ；ミ ミ   小 戦・ヾ＋＋＼ Ⅶ 句 斗 叫  暑 麺 三雲 ミ至 芸  ○＼  力  わ  句  り  Q  Q  Q  り  Q  セ句  Q  Q  胆  章 二買 ミ主 竃  悪 童 家 鶏＝ヨ 竃；首 竃 ミ  田  ぎ勺 セ 9 ヽ  Q 竺 q ヘ ヤ ？？ Q ＼  毎  苛 立 ぢ q  十 十 十＼  箋 二笥」蜃 こiユー  句  妻 Q  Q  セ  カ  勺  や  q  で＼  ㌻「㌻－㌻「㌻「㌻  
り 句  へ  り   

払、   尋．笥 冒  ヨ  Q  勺  q！り   
j   

Q  Q  qi恥 …   へ†  
ベ  ≧ Q  勺  Q  句  トり＋q〉 ＋Q＋へ  q          へ モ（  等 号筈 盲  ベ も ベ ベ 】寸 り り り  へ 十 人 ヽ  り ヤ り 専 守…   

ベ  Q  Q  Q  q  りi   
も  q  セ 句  へ   Q 勺 ？  

も  ヤ ヤ や っ  ‘句 や ゃ り  も q セ 9 つ事    勺・  へ   り  り  偽   り       へ  笥 苛 苛 二考 笥T n）   一っ  り  勺  り  り   り   叫   り   

勺 七 尊重   
勺 セ Q ？  勺  句 句  ペ  ヤ 9  ＼                    （ゝ  ＼  臥こ  ¢こ  れ  戦  仇  、こ  も  ヽb   つ   入  内  （入 室   り  べ  へ  1  つ   へ   弓  ¶  叫  り  へ  1  へ …   

事 専  Q  く＼ り  ＼  句  ¶  句  べ  句  N  Q  Q  ≠ ぎ   
転 元  年 巧 …   

㌧  N  句  句  ヾ  亀  単  五  斗  イ         ＼〉  へ   N  N  N  」へ   丹   ＼   N  土山土山上仙」」ご」   

ぐ＼  恥   

つ ヽ8  芸芸 ミ：＝まミこ竃‡ ＼＼＼＼！＼＼＼＼   句句＋㌣へ り Ⅵ．朕 も Ⅶ K ＼＼＼＼＼   り  り  勾  ◆  ＼ セ  り  恥 、  ．＼ 干ヽ  笥：尊 下ミ 衰  l■  葦 等笥竜 笥  b  ＼ も  q  へ  9＋ぐ）・句＋へ  り  り  も  ん）  N  lヽヽ ＼J  玉 ≒ 専一 打H＋‡、ミ 笥   よ へ ヾ 武 Q ＼へ N＼可                  ．4）  ≠  可  へ  且  句  セ  ら  べ  N  郎  り  も  軋  か∩ り 「  
田 岡  で 汁】   
＼ 

汁 焙  
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簾β毒 磨体こ輯環  

式廣所尊甘ミ乾    凍培塔牽  
「三分  

l  

同型  ク／  ∫j  （全閉向J ヱ／／，ク      揉し卑 柊了時 召や ／タ∫  鼓吹釈 喝次 」‾丁‾i   璃餌  亀田  ．会釈向 ／ノ≠と   餌餌  饅朗  全期間          丞∂ア  占クタ  い∠タ   
勒、舞＿  ク∠  、ぐ∠  ／J．Z  ヱ／／．、よ‾  佼∠∠  ∠tテ．之  、～j綻  Jク．ヱ  J   

水級  クク  jユ  ノヱ∠  フタタ，∠  イく∠き  ∠クし∋  よ上ヱ  ／タ．ヱ．  炎  
名区の珂では官製飼乱臣ボナべ・ての泉です4、れてし、たノ．フいでへ療区．   

掛卑区の頻であったがフK漁区と胞教区の星1ま 同型邑と状靡属と勿旦   

に出してわす’かた●った㍉  

（之〕飼－ノ軋漁柴草と館乱認求辛．閏嵐讃貴賓ヒ常温厚東卓ば木皮表のとおり  

で、ある＿  

舞4表 財界瀬貴蚤と河一風零度＿宰  

男  汁  

区分  好            消費菅  車京平  済葵萱  率求摩  韓費署  、奉求皐   
同、型  十＋＋  ブ、クj  】〟ダ・j  J．∫占  ヱヱ乙‘  J．／ぐ   

胎紅  ／クク．ん乙  ユタ′   i／ノダ．∠  J、タグ  ∠4∋．㌢  才女∠   

ノ火靡、  ／ク／．／  －2．ヲ．2  ／プア．々  J．ク㌧ク  ヱja∴∫‾  jβ／  

析卵は町型斬狙区j、クヱ ご霞もよ＜ っいで冷笥邑エ♂ア．氷療区～9之   

か県で弔っキー 後嗣l竜田堅固風区j・よ∠・フ】く凍区J・フク 掛珂区j・テ炎   

の県モ全訳向を遼じて軋 同型屋可風区j／よ．フK漁区j．3ノ．ノ粗布邑   

J、4占で．訂堅固剋邑が萎もす4、九ていた■・  

（3）尾骨攻究ヒ軽度次席．尿酸廉廉射K乗区が叢屯速く．つし、で可聖珂科   

医．粉教区の頃であった．殺鼠むミ河凪が飛敬するため．横取が園簸で   

河原外に二1更●札る畢む多く 冶い会し1にも．閻鮭缶横手が熟めら乱た．   

全甲勾乏乙免じ各区大風ね娩詞1二星塁し 侍仁各区間仁曜廉沢農力量硯箱   

めら九なかった。  

（〟）屋倣咤薦、平河鉄壁がテfk才一二重した冒をもって．生床哉教ぇ終了し   

道内嵐九味見周侃麿灸方茨仁より閏体、しこ眉休息布・オ到足を待った∴   

その城頭牒．オ∫麦のとありで句る～  

＼斗ヲ）   
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屠淘牒牒摘．ノに礫区Aヾ∠タ．グ％を苛て」よく ついで1ヨ里村臆し区∠デ∂％  

掛餌区占ゲ■∠〆め原で巧ったか大桑はなム＼っち。その他の部位l二ついて  

も）K廉区が々々す4、才してし、たが入監l耳究めら礼なかった∴  

舞占蓑．晴好層の 博士（c耽）  

哲 哉 塙  乃石 層  ン シ㌻ ル  
区 分… 各 署  

腰、  ∃辛抱  苅  中  i後室  J 
ヱ．ク  蓼 ズ・7  プ・グ   

．ゼ  j、よ  ノーg  ヱ．J           ノ．丘‘  且j 要  2．∠  プ、タ  ヱ．．乙  ／．タ  u  jノ  ユタ  、ヲ．∂  ノ．ム  ∴∴  J、．2  J．ヱ  ヱj  ふJフ  ヱ．ク  j．身‘  ∵＋ヤ  Jニ  2．’占  ヱ3  ÷J．ク： ‖  ノ．昏  ■2．／■  ／∠  トり  ‖ …プ、ク  エ占  フ・タ  エーだ  人タ  至 プ．P j   
ヱ、タ  ij．／  J・デ j／グ   …J∫  ‖  J、攻  ユj  ユ∫ぎふJ   l・ヱ／  フ．受  え、∫  ／、／  人／ ‾  ヱ．ヱ  J、∂  3．β  ユタ  ヱ‥j  ヱ戸  ヱ．戸  j、♂  2．占  プ．／  【プ、デ   

よ
 
タ
 
∠
 
 

．
一
 
．
 
▲
 
 

／（五）  

ヱ（めす）  

3（互）  

回 数  

市乳区  

盲 l l  平   均J  一年β  t ∵．∴   炭（ま）  ′久．之  ・エ∠  靂 竜漑街区  
♀  椅  ユタ  ズー／   

ク（去J  タ．3  2イ  

≧永乗区         牙 （′′J  ．．ク．β  エ∠   戸（′′）  ゴ．∫  ／．‘   ／∂（めす〕  いリ  l ！／9  
平  均  ⊥、∴  プ．／  

・ノ  車 旦  

・金策均香啄皇常の蒐凰とともーニ．省力射な管理衷時のノ邑立が蜃壁土九て   

いるか そめ一殴としこ烏与阿劉－の形慮左同型 覇啓 フ】く敢の主星に令tナ   

て内原め善巴声舐駁を男絶した．その浩果、舞奄萌凱二よってl㌻多少力鼻息   

殆フた加・艶全句（ユ若衆サると 

た，   

思に可塑常温区且他のユ区に虻べ・て侵れていたか、一）K虎区ヒ焼飯軋ヒり聞   

仁零しし1邑底寄めら札な力＼つた．  

（咄つ   


